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５月には市内小学校の７校でそれぞれの運動会がありました。
練習の成果、競い合いからの向上心、チームとしての団結力が表れていました。
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　羽村市では、児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応え、能力や可能性を最大限に
伸ばす多様な教育を展開する特別支援教育を推進していきます。

　
特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
教
育
活
動
の
充
実
や
、特
別
支
援

教
室
に
お
け
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、教
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
研
修
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援
が
必
要
な

児
童・生
徒
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
に
、教
員
の
資
格
を
有

す
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、全
て
の
学
校
で
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、誰
に
で

も
分
か
り
や
す
く
、使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
、理
解
し
や
す
い
環

境
整
備
に
よ
る
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援（
合
理
的
配
慮
）と
そ
の
支
援
を

可
能
と
す
る
環
境
整
備（
基
礎
的
環
境
整
備
）を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
発
達
支
援

を
行
う
た
め
、保
健・医
療・福
祉・教
育
な
ど
の
各
分
野
が
連

携
し
、組
織
横
断
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
、就
学
相
談
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
員
に
よ
る
小・中
学
校
へ
の
特
別
支
援
教
育
に
関

す
る
巡
回
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
専
門
性
の

高
い
人
材
を
活
用
し
、い
じ
め
、不
登
校
な
ど
の
未
然
防
止・早

期
対
応
に
向
け
た
き
め
細
か
い
教
育
相
談
体
制
を
充
実
し
、関

係
機
関（
保
健・医
療・福
祉・教
育
な
ど
）と
の
連
携
に
よ
る
支

援
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
体
制
の
充
実

○
発
達
支
援
体
制
の
推
進（
就
学
相
談
の
充
実
）

○
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
相
談
の
充
実

　羽村市教育委員会では、心身の発達に心配のあるお子さ
んの入学や転学に関する相談を受け付けています。
　相談では、お子さんが楽しく、生き生きとした学校生活を
送るためにはどうしたらよいか、発達状態や障害の種類に応
じた適切な教育の場について情報を提供しながら、保護者と
相談を進めていきます。
①相談申込み
＊電話でご連絡ください。面談日を調整します。
　生涯学習部　教育支援課　特別支援教育係
　☎042-555-1111（内線359）
②初回面談
＊市役所へお越しいただきます。
　（羽村市役所3階9番　教育支援課窓口）
＊就学相談についてご説明します。
＊お子さんの様子や保護者の考えについ
てお聞きします。
＊『はばたきファイル』についてご説明し
ます。

午前8時30分から
午後5時まで

特
別
支
援
教
育
講
演
会
の
お
知
ら
せ

「
通
常
の
学
級
に
お
け
る
発
達
障
害
の
理
解
と
支
援
」

日
　
時　

８
月
４
日
㈮　

午
後
２
時
〜

会
　
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ　

小
ホ
ー
ル

講
　
師　

明
星
大
学
教
授　

星
山　

麻
木　

先
生

入
場
料　

無
料

　
　
　
　

※

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

７
月
14
日
ま
で
に
教
育
支
援
課
（
内
線
359
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　特別支援学級には、「知的障害学級」と「自閉症・情緒障害学級」があります。一人ひとりに
応じた目標の下、学習に取り組んでいます。また、各学年での運動会の演技や校外学習への
参加など、通常の学級との交流および共同学習にも取り組んでいます。

ります 人ひとりに

　一人ひとりに応じた課題別小集団のグループ学習を
行っています。学びたい、分かりたい、できるようになりた
いという気持ちを大切に、楽しく体験的に学んでいます。

　高学年が下級生の手本となるように過ごし、低学年
は高学年を見習って生活しています。休み時間には、み
んなでなかよく遊んでいます。

　年間を通して、学級行事、羽村市小中学校の学級合同行事、多摩
地区中学校の学級合同行事など、多くの行事に参加します。なかで
も、学習発表会では「お琴」を演奏し、日頃の成果を発表しています。

　毎年、２日間の職場体験学習に力を入れており、３年間で３箇所
の事業所を体験します。体験後は、プレゼンテーションソフトでま
とめ、市内事業の方やむさしの学級の児童に発表しています。

　通常の学級における授業、学年行事や校外学習に参加しながら、交
流及び共同学習を行っています。子どもたち同士の関わり合いを通じ
て集団で行動する力など将来につながる力を育てています。

　刺激の少ない落ちついた環境で、小集団学習によるコミュニケ
ーション能力向上のための指導を行っています。教科学習は、自
分の学年の通常の学級に入って学んでいます。
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生涯学習センターゆとろぎ

図書館

子ども体験塾「科学であそぶ夏休み！」

羽村市・青梅市・瑞穂町に在住・在学の小・中学生、高校
生を対象とした事業を実施します。
【米村でんじろうサイエンスショー】
日　時　８月１９日（土）
　　　　①開場：午後０時３０分　開演：午後１時
　　　　②開場：午後３時３０分　開演：午後４時
※1日2回の公演です。いずれか片
方のみお申込みいただけます。
会　場　生涯学習センターゆとろ

ぎ大ホール
定　員　各回約800名
参加費　無料

ゆとろぎ創作室　学習の場開放　　夏休み期間に青少年が自主学習できる場所として創作室を開放します。

期　間　７月２１日（金）～８月２５日（金）
時　間　午前９時～午後５時（正午～午後１時は閉室します）

一般利用により開放できない日もあります。当日の状況は、ゆとろぎまで問い合わせてください。

夏期早朝開館をおこないます

　８月中は、図書館と小作台図書室の開館時間を繰り上
げて開館します。勉強は涼しい朝のうちにすると、頭が
スッキリして集中力も高まり、はかどるようです。
　夏の早朝開館を、ぜひご利用ください。
■期間　8月1日（火）～３１日（木）
■開館時間
　・図書館　午前９時30分（通常は、午前10時）
　・小作台図書室　午前10時（通常は、日曜日以外は午後１時）

課題図書を展示します

　「第６３回青少年読書感想文全国コンクール」の課題図
書を展示します。夏休みにぜひ読んでみましょう！貸出
中の場合は、リクエストを利用してくださいね。
■期間　７月１９日（水）～８月３１日（木）
■展示場所　本館展示コーナー
※利用が集中するため、課題図書の貸出は１人２冊までです。

夏休みの自由研究などのヒントになる本がたくさんあります

　今年の夏休みの自由研究は
何にしようかな？
　夏休みの終わりになってか
ら始めるともう大変！早めに
計画してみましょう。題材を
決めるヒントは、図書館の本
の中にもたくさんあります。本を探すのが大変な時は、
図書館のカウンターで相談してみましょう。図書館では
「レファレンスサービス」といって、求めている内容に
たどり着けそうな本を探すお手伝いをしています。

体験ボランティアも図書館で！

　夏休み時期にはＹＡボ
ランティア（中・高校生
向き）などの図書館で活
動するボランティアも受
け入れています。
　この夏は、図書館で一
味違った体験をしてみま
せんか？

【東京大学サイエンスコミュニケーションサークル
ＣＡＳＴ　ワークショップ】
日　時　①８月２日（水）、②８月３日（木）、③8月4日（金）、
　　　　④8月8日（火）、⑤8月14日（月）、⑥8月17日（木）
　　　　受付：午後１時３０分　開始：午後２時
※①③④は光と色、②⑤⑥は人の体がテーマです。
会　場　①・⑥羽村市生涯学習センターゆとろぎ
　　　　②・④青梅市釜の淵市民館
　　　　③・⑤瑞穂ビューパーク・スカイホール
定　員　各回５０名
参加費　無料

勉強の調べものに役立つ資料が充実！

※詳しくは、問い合わせてください。　【問合せ】図書館　☎554ー2280

※詳しくは、問い合わせてください。　【問合せ】生涯学習センターゆとろぎ　☎570ー0707

科学の魅力をもっと知ろう！
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スイミングセンター

自然のことや歴史のこと　知りたい! 調べたい!

夏の暑い時期、プールで体を動かそう！
25ｍプール
　25ｍプールは、水深が1.1m～1.3ｍで6コースありま
す。券売機でチケットを購入し、プール受付へ提出してく
ださい。また、団体でコースを貸し切って使用することが
できます。団体貸切は最大3コースまでです。
料金：（個人利用）大人2時間…400円　1時間…200円、
　　　　子ども2時間…100円　1時間…50円 
※子ども…満3歳以上から中学生まで
（団体貸切）1コース（2時
間以内）…2,500円
※最大3コースまで
※4施設(スポーツセンタ
ー・スイミングセンター・
動物公園・水上公園)共通の
回数券もご利用できます。

幼児プール
　幼児プールは、水深が0.6
ｍ～0.7ｍでミニスライダー
が付いています。満3歳から
ご利用でき、満3歳～小学3
年生までの子どもは大人の付
き添いが必要です。付き添い
の場合、大人1人につき、子ども2人まで入場できます。

　羽村市スイミングセンターウェブサイトに、施設の紹介、利用方法、利用料金などを掲載しています。利用方法や料
金のことなど不明な点は、お気軽に問い合わせてください。 【問合せ】スイミングセンター　☎579ー3210

　カブトムシは羽村市内にいる？　玉川上水の堰はどうして羽村にあるんだろう？　
夏休みの宿題のテーマをみつけなきゃ!  というとき、郷土博物館を「つかう」ことが
できます。
　あなたの“知りたい”を郷土博物館へぶつけてみましょう。展示や体験学習会、自然
観察会などで答えを探すことができます。また、郷土博物館の専門家（学芸員）が、
答え探しをお手伝いします。

この夏の
オススメ

[自然とひとのかかわりを知りたい]
企画展　くらしの中の「へび」　
　へびという不思議な生き物は、お守りや道具など、人の
くらしのなかにさまざまな形で現(あらわ)れます。へびと人
のかかわりをモノから見てみましょう。
開催中！ 9月3日（日）まで

[玉川上水にくわしくなる]
ミニ展示「玉川上水を調べよう」開催中
　ふだんの郷土博物館の展示や、学校の教科書にでていな
い、玉川上水のひみつをパネルで展示しています。
※小学校4年生の社会科の学習に合わせた展示です。
開催中！12月17日（日）まで

[学芸員にきいてみる]
まずは電話をしてみましょう。　
　羽村市郷土博物館　入館無料　午前９時～午後5時
※休館日　月曜日
※7月17日、9月18日、10月9日（ともに月・祝）は開館し
ます。

[大むかしの人びとのくらしを知りたい]
子ども発掘調査体験（青梅・羽村子ども体験塾）
　青梅市内の1700年前（古墳時代）の家の跡を発掘します。
大むかしの人びとがくらしたその場所で、どのようにくら
していたかを、自分の手で調べてみましょう。
※対象　羽村市在住の小学校4年生～高校生
※募集　7月2日（日）から先着10名
※期間　７月下旬から8月上旬の8日間　

ウェブサイトに、施設の紹介

い
ども2人まで入場できます。

サウナ室内 サウナ浴場施設案内とお問い合わせ

スポーツサウナ
　スポーツサウナは浴室付きで満16歳から利用できます。
タオル・石鹸・シャンプーは備え付けてありません。ま
た、心臓に持病のある方・包帯をしている方・伝染病疾患
のある方はご利用できませんのでご了承ください。

※詳しくは、問い合わせてください。　【問合せ】郷土博物館　☎558ー2561

郷土博物館
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【
小
学
校
入
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

８
月
中
旬　

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
『
就
学

時
健
康
診
断
』
の
日
程
案
内
を
通
知

し
ま
す
。

９
月
初
旬　

新
一
年
生
の
家
庭
へ
『
就
学
時
健
康

診
断
』
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

10
〜
11
月　
『
就
学
時
健
康
診
断
』
の
実
施

１
月
中
旬　

新
一
年
生
の
家
庭
へ
『
入
学
期
日
及
び

学
校
指
定
通
知
書
』
を
送
付
し
ま
す
。

1
〜
２
月　
『
新
入
生
保
護
者
説
明
会
』
の
実
施

　

４
月　
　

入
学
式
に
、『
入
学
期
日
及
び
学
校
指

定
通
知
書
』
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

小
学
校
入
学
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

保護者負担軽減のお知らせ

スイミングセンター

ゆとろぎ・図書館

小作駅 羽村市役所

羽村駅

郷土博物館
スポーツセンター

　

羽
村
市
で
は
住
所
に
よ
っ
て
入
学
す

る
指
定
学
校
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
学
区
域
は
番
地

に
よ
っ
て
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

左
記
略
図
は
目
安
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

お
住
ま
い
が
ど
の
学
校
の
学
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
か
は
、問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
学
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
356
）

　市立小・中学校に在籍する児童・生徒の保護者に対し、
学校行事等に要する経費の一部について補助金を支出し、
保護者負担軽減と小・中学校教育の充実を図っています。

副教材費

対　象　項　目 対　象　学　年　等 経　費

移動教室（修学旅行）補助金

卒業記念品代補助金

小学校全児童

中学校全生徒

小学校全児童
中学校全生徒

小学校対象児童

小学校全児童

小学校4年または6年生（在学中1回）

小学校5年生
中学校1年生

中学校対象生徒

小学校6年生

中学校3年生

小学校6年生

中学校3年生

日本スポーツ振興センター負担金
（学校管理下における災害共済掛け金）

音楽会等参加費・交通費

演劇鑑賞教室補助金

社会科見学バス借上料

移動教室等補助金
（八ヶ岳少年自然の家使用）

課外部活動大会参加費・生徒派遣費

1,440円／毎年

1,890円／毎年

基準により支出／毎年

420円／毎年

全額

八ヶ岳少年自然の家宿泊費（2泊3日）
交通費の一部

基準により支出／毎年

8,000円

20,000円

1,500円

1,800円

945円／毎年

【問合せ】学校教育課学務係（内線356）

小作台小学校

羽村西小学校

羽村東小学校

富士見小学校

武蔵野小学校
松林小学校

栄小学校
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教
育
委
員
と
し
て
学
校
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
、
私
を
最
も
教
員

時
代
に
引
き
戻
し
て
く
れ
る
の
は
給
食
の
時
間
で
す
。
白
衣
姿
の
給
食
当

番
の
き
び
き
び
し
た
動
き
、
牛
乳
瓶
が
ぶ
つ
か
る
音
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
・

食
材
の
入
り
混
じ
っ
た
あ
の
匂
い
、
そ
し
て
、
授
業
中
に
は
見
せ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
素
顔
や
思
い
が
け
な
い
話
題
な
ど
、
何
年
経
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
風
景
に
心
が
な
ご
み
ま
す
。

　

日
本
の
学
校
で
は
、給
食
の
時
間
は
清
掃
と
並
ぶ
重
要
な
「
教
育
の
場
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
給
食
を
通
し
て
食
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
栄
養
に
つ

い
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
人
に
と
っ
て
大
切
な
「
社
会
性
」
を
身
に
付
け

て
い
き
ま
す
。
当
番
と
し
て
人
の
た
め
に
給
仕
を
し
、
ど
れ
だ
け
腹
ぺ
こ

で
も
全
員
の
配
膳
が
終
わ
る
ま
で
待
ち
、「
い
た
だ
き
ま
す
」と
声
を
揃
え
、

献
立
や
食
べ
方
の
基
本
や
マ
ナ
ー
を
知
り
、
好
き
嫌
い
を
な
ん
と
か
克
服

し
よ
う
と
努
力
し
、
友
達
と
語
り
、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
合
図
に
協
力

し
て
後
片
付
け
を
す
る―

日
々
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
一
連
の
活
動
は
、
外

国
の
人
々
か
ら
見
る
と
驚
き
に
値
す
る
と
い
い
ま
す
。
ま
し
て
や
一
食
一

食
に
各
種
の
栄
養
素
と
カ
ロ
リ
ー
が
子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
て
計
算
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、〝
学
校
給
食
、
恐
る
べ
し
〞

　

人
は
食
べ
ず
に
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
日
々
の
食
事
の
中
で
、
自
分

以
外
の
栄
養
（
命
）
を
頂
い
て
生
き
て
い
ま
す
。「
食
欲
」
は
本
能
で
す
が
、

人
間
ら
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
す
。「
孤
食
」（
一

人
で
食
べ
る
こ
と
）や「
個
食
」（
同
じ
も
の
ば
か
り
を
食
べ
る
こ
と
）で
は
、

人
と
し
て
の
食
の
愉
し
さ
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
気
付
か
せ
、
教
え

る
の
は
全
て
の
大
人
の
役
目
で
す
。
大
人
自
身
が
食
を
軽
ん
じ
れ
ば
、
子

ど
も
に
と
っ
て
そ
れ
は
正
に
栄
養
で
は
な
く
〝
毒
〞
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

教
育
随
想

食
と
大
人
の
役
目教

育
長
職
務
代
理
者　
　

江
本　

裕
子

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

富
士
見
小
学
校
『
読
み
聞
か
せ　

む
く
の
会
』

　

小
学
校
低
学
年
（
１
〜
２
年
生
）
を
対
象
に
、
月
２
回

ほ
ど
、
朝
読
書
の
時
間
や
休
み
時
間
に
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
約
20
人
で
、
在
校
生
・
卒
業
生
の
保
護
者
を
中

心
に
構
成
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
お
父
さ
ん
の
会
員
も
い

ま
す
。

【
会
員
の
声
】

　

読
み
聞
か
せ
を
始
め
る
前
は
落
ち
着
か
な
い
様
子
の
児

童
も
、
読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る
と
食
い
入
る
よ
う
に
集
中

し
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
本
の
力
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

子
ど
も
た
ち
の
聞
く
力
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
本
を
探

す
の
は
大
変
で
す
が
、
本
選
び
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組

め
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

短
い
時
間
で
す
が
、
こ

の
「
読
み
聞
か
せ
」
を
通

し
て
、
少
し
で
も
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
、
本
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

　

読
み
手
で
あ
る
会
の
メ

ン
バ
ー
も
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
353
）

　

高
等
学
校
や
大
学
等
の
入
学
金
、

授
業
料
な
ど
に
係
る
奨
学
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
主
な
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

・
羽
村
市
入
学
資
金
融
資
制
度

・
東
京
都
育
英
資
金

・
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

・
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
軽
減

　

助
成
金

・
私
立
高
等
学
校
等
入
学
支
度
金

　

貸
付
制
度

・
東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資

　

金
（
修
学
資
金
）

・
東
京
都 

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　

貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
教
育
支
援
資
金

　

教
育
支
援
費
（
授
業
料
等
）

・
生
活
福
祉
資
金
教
育
支
援
資
金

　

就
学
支
度
費
（
入
学
金
）

・
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
（
旧

　

日
本
育
英
会
）

・
国
の
教
育
ロ
ー
ン

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係

（
内
線
353
）

地
域
活
躍
シ
リ
ー
ズ
④

高
等
学
校
等
の

　
　
　
　
入
学
に
向
け
て

こ
し
ょ
く

こ
し
ょ
く

た
の



　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
体
育
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー

１
６
９
８

　

５
月
20
日（
土
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
で
平

成
29
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
、平
成
29
年
度
事

業
計
画
、予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
役
員
】

　

会
長　
　
　
　
　
　

田
村　

義
明

　

副
会
長　
　
　
　
　

本
田　

文
栄　
　

中
根　

透

　

専
務
理
事　
　
　
　

岸
浪　

一
正

　

常
務
理
事　
　
　
　

宮
林　

眞
人

　

総
務
部
長　
　
　
　

宮
下
ミ
ネ
子　
　

　

事
業
部
長　
　
　
　

中
根　

宏
行

　

指
導
広
報
部
長　
　

中
溝　

正
治

【
事
業
推
進
目
標
】

　

１　

加
盟
団
体
の
組
織
の
育
成･

強
化

　

２　

未
組
織
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成

　

３　

市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

４　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成

　

５　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
体
制
の
充
実

　

６　

賛
助
会
員
の
充
実
と
財
源
の
確
保

I N FORMAT ION

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

平
成
29
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０
ー

５
５
１
０
ー

０
１
９
１

羽
村
市
文
化
協
会

　

５
月
27
日（
土
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
に
お
い
て
、羽
村
市

文
化
協
会
の
第
12
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。総
会
の
前
に
オ
ペ

ラ
歌
手
・
岩
崎
由
美
恵
さ
ん
に
よ
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
私
の
好
き

な
歌
〜
名
曲
を
あ
な
た
に
」を
催
し
ま
し
た
。総
会
で
は
、市
長
は
じ
め

多
く
の
ご
来
賓
、加
盟
団
体
の
方
々
が
出
席
さ
れ
た
中
で
平
成
28
年
度

の
事
業
報
告
、会
計
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、29
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
、新
役
員
・
理
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
、
羽
村
市
の
芸
術
文
化
振
興
、

循
環
型
生
涯
学
習
推
進
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
、ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
・
30
年
度
新
役
員
】

　

会　

長　
　

市
野　

明

　

副
会
長　
　

田
村　

好　
　

鶴
岡
協
子　
　

川
出
信
弘

　

会　

計　
　

鶴
我
佳
子　
　

加
藤
公
子

　

事
務
局　
　

中
野
三
矢

　

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
　

成
瀬
和
子

■ 

第
64
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者　

洞
谷 

美
紀
さ
ん

　

日　

時　

７
月
１
日（
土
）　

正
午
〜
午
後
０
時
45
分

　

会
　
場  

ゆ
と
ろ
ぎ
３
階 
創
作
室
１
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平
成
29
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
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